
水と緑と花のまち

市政だより

昭和58年6月15日 No.977

人口の動き

5月1日現在前月比

人口計 67，815 +411 
男 32，6 5 7 十236
女 35，158 +175 
世帯数 19，9 2 4 十 15 5 

[&0坦G]古宇品[&出島守三J~
独居老人40人に手づくり弁当のサービス(社会福祉協議会〉

毎月 1日と15日 ボランティ7フの人たちが J[)¥をこめて弁当を作りホームヘルパーが届けます

“ありがとう 毎月この日が楽しみです 温くておいしいですよ"

おばあちゃんと ホ一心へんパーの 笑い声が快く響いていた

毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所宮間①4111 編集/広報公聴課 印刷所/康真堂印刷
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②眉加国=長官間宮田巴邑
※ 

告投票時間:午前 7時~午後四(午前7時間レン曙ら

会開票 :午後7時30分

一人もれなく投票を

選挙に関するお問合せは

1韓議援金、
市役所別館 1階
台 ③41 1 1 
④3526 

投
票
方
法
が
変
り
ま
す

参
議
院
議
員
選
挙
制
度
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
全

国
区
が
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
と
な
り
、
投
票
の
方
法
が
変
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

市民体育館

比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙政

党
名
を
書
/
¥

今
ま
で
の
よ
う
に
候
補
者
に
投

票
す
る
の
で
は
な
く
、
政
党
に
投

票
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
各

政
党
の
名
簿
に
載
っ
た
候
補
者
名

ゃ
、
政
策
を
見
て
、
支
持
す
る
政

党
名
や
略
称
を
書
い
て
下
さ
い
。

投
票
用
紙
は
白
色
で
す
。

投
票
所
に
は
、
各
政
党
の
名
称

お
よ
び
候
補
者
名
を
掲
示
し
ま
す

熱
意
が
伸
ば
す

長
崎
県
選
挙
区
選
出

議
員
選
挙

(
旧
地
方
区
)

候
補
者
名
を
書
<

名
称
が
変

っ
た
だ
け
で
投
票
方

法
な
ど
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

支
持
す
る
候
宣
告
を
選
ん
で
、
個

人
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

投
票
用
紙
は
黄
色
で
す
。

圃

選

挙

報

公

今
回
は
、
選
挙
区
選
出
議
員
選

挙
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
と

も
、
選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

6
月
四
日
頃
、
各
世
帯
へ
配
布
す

る
予
定
で
す
が
、
届
か
な
い
ご
家

庭
は
、
各
出
張
所

へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。ー投

票
所
入
場
券

6
月
8
日
郵
便
に
よ
り
発
送
し

ま
し
た
。
届
か
な
い
人
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
ま
た
は
各
出
張
所

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

日量

点

字

投

重
ホ

視
力
に
障
害
が
あ
る
人
で
、
点

字
で
投
票
す
る
人
は
、
投
票
所
で

申
し
出
て
下
さ
い
。

圃

代

理

投

吉宮
フ才て

身
体
の
障
害
な
ど
の
た
め
、
投

票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
、
政
党

下
水
道

の
名
を
自
分
で
書
け
な
い
人
は
、

投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票
(
事
務
従
事
者
が
本

人
に
代

っ
て
書
く
こ
と
)
に
よ
り

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

圏

不

在

者

投

票

6
月
お
日
凶
ま
で

期
間
時
間午
前
8
時
加
分
1
午
後
5
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

一胃区選出議

自舎語能含
6月23日(木)
午後7時より
市民会館

比
例
代
表
制
の
当
選
人
は

ド
ン
ト
式
に
よ
り
決
定

得
票
数
に
比
例
し
て
、
各
政
党

に
配
分
し
、
当
選
人
の
数
を
決
め

る
方
法
で
す
。

ド
ン
ト
式
に
よ
る
議
席

数
の
計
算
例
(
定
数
6

人
の
場
合

)
H
表
参
照

①
ま
ず
、
各
政
党
の
得

票
数
を
1
、
2
、
3
、

・
・
の
整
数
で
割
り
ま

す。
②
次
に
、
割

っ
て
出
た

数
の
大
き
な
方
か
ら

順
に
数
え
て
、
議
員

定
数
ま
で
、
各
党
に

配
分
す
る
人
数
を
決

め
ま
す
。

③
そ
の
結
果
、

A
党
3

人
、
B
党
2
人
、
C

党
1
人
が
当
選
人
と
な
り
、
各
党

が
提
出
し
た
名
簿
の
上
位
の
人
か

ら
順
に
当
選
人
が
決
ま
り
ま
す
。

A 5t ι B :5ιι ， C 戸クuι. 

得 票数 1 000票 700票 300票

得票数--:--1 ① 100 0 ② 700 ⑥ 300 

--:--2 ③ 500 ④ 350 150 

--:--3 ⑤ 333 233 100 

--:--4 250 175 7 5 

当選人数 3 人 2 人 l 人

ご
協
力
を
、
お
願
い
し
ま
す
)



※
営
業
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
ヘ

。
臼祖
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国
民
年
金
の
繰
上
げ
請
求

園
私
は
、

7
月
で
臼
才
に
な
り

ま
す
が
、
白
才
に
な
ら
な
く
て

も
年
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
か
。

圏

年

金

の
受
給
資
格
の
あ
る
人

(
一
定
の
納
付
期
間
な
ど
を
満

し
て
い
る
)
は
、
ω
歳
か
ら
臼

ご

利

用

下

さ

い

りおおむ市政だより

五
百
万
円

5
年
以
内

年

回

%

0

・
mm%

(3) 

戸戸〉との3デ戸

歳
ま
で
の
間
で
も
別
表
の
割
合

で
減
額
さ
れ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

園
請
求
す
る
に
は
、
ど
ん
な
手

続
き
が
必
要
で
す
か
。

圏
誕
生
日
の

1
か
月
位
前
に
、

保
険
年
金
課
ま
で
ご
連
籍
下
さ

58% 

65% 

72% 

80% 

89% 

100% 

60歳

61歳

62歳

63歳

64歳

65歳から

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

(
大
村
警
察
署
)

多
く
の
犯
罪
を
解
決
し
た
り
防

ぐ
の
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
く

て
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
生
活
を
守
る
た
め
、
犯
罪

捜
査
に
ご
協
力
下
さ
い
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
人
に
ご
迷

或
ザ
乞
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十

分
配
慮
し
て
い
ま
す
。

O
事
件
の
発
生
を
知
っ
た
場
合
は
、

国

民

年

金

積

立

還

元

融

資

で

活
躍
す
る
医
療
機
械

整
備
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

昭
和
町
年
度
は
、

人
工
呼
吸
装
置
ボ

リ
ュ

ー
ム
ベ
ン
チ

レ
ー
タ
ー
な
ど
日

機
種
(
千
八
百
万
円
)

を
購
入
し
、
皆
さ

ん
の
健
康
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し

た
機
器
は
国
民
年

金
還
元
融
資
に
よ

り
購
入
し
た
も
の
で
、
市
内
各
医

痔
機
関
に
も
検
査
な
ど
で
、
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

医
療
の
急
速
な
進
歩
、
高
度
化

に
対
応
す
る
た
め
、
市
立
病
院
で

は
年
次
計
画
に
よ
り
医
療
機
器
の

二
O
番
へ
直
ち
に
通
報
を

O
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず

届
出
を

O
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

こ

と
は
、
積
極
的
に
通
報
を

O
聞
き
込
み
に
ご
協
力
を

「
レ
ト
し

考書用@鍋鶴 8~~ 
①市県民税(1期分) I'P-
①国民年金保険料〈↑期分〉
6月30日(木)までです

♀
ゆ
企
(一一一一一一目回目白

対
象
者

市
内
に
住
所
ま
た
は
庖
取
扱
金
融
機
関
市
内
各
銀
行

舗
を
有
し
、
同

一
業
種
を
1
年
短
期
資
金
商
品
の
仕
入
れ
、
人

以

上

経

営

し

て

い

る

人

件

費

の

支

払

い

な

ど

、

短

期

的

運
転
資
金

に
必
要
な
と
き
、
ご
利
用
下
さ

限

度

額

五

百

万

円

い

。

期

間

3
年

以

内

限

度

額

三
百
万
円

金

利

年

伍

%

期

間

1
年
以
内

保
証
料

0
・

何

%

金

利

年

臼

%

取

扱

金

融

機

関

市

内

各

銀

行

保

証

料

ω

%

設
備
資
金

取
扱
金
融
機
関
長
崎
県
民
信

限

度

額

用

組

合

大

村

支

居

期

間

間

合

せ

先

金

利

大

村

商

工

会

議

所

(

宮

③

4
2

保
証
料

2
2
)
、
商
工
観
光
課
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品

-
i
d
t

書醤

‘F 

第
お
回
大
村
市
子
ど
も
大
会
(治
市
営
陸
上
競
技
場
)一

市
内
の
子
ど
も
会
員
四

0
0
0人
が
参
加
。
五

月
晴
れ
の
下
で
子
ど
ち
会
対
抗
リ
レ
ー
や
親
子
で
一

の
ゲ
l
A
に
、
歓
声
、
か
響
い
て
い
ま
し
た
o
l
-
-
'
j
¥

※
大
村
線

僕
ら
の
夢
を

f 一雨期に備えて(Xs郡川荒瀬橋付近)

大柑市消防団の4.5.6.7.15分団員110人が

;参加し、水防訓練が行われました。参加した

:団員は本番さながらに「積土俵工法」などに

守挑戦していました。

乗
せ
て
行
く

宅 一三 竃 EA 
日本サ、ソ力ーを担うのは君たちです(話 市サッカ一場)今

日本サッ力一協会が底辺拡大のため「さわやかサッ力 i 

一教室」を開催。セルジオ越後氏などの指導に集った小

学生から高校生まで約300人は、真剣に取り組んでいま
した。 一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一ノ

な
ど
に
参
加
さ
れ
た
り
、
ま
た
健

康
管
理
上
必
要
な
場
合
は
生
活
環

境
課
で
交
付
し
て
い
ま
す
が
、

6

月
日
日
か
ら
、

各
出
張
所
で
も
交

付
し
ま
す
。

出
張
所
で
も
受
付

対

象

岨

歳

iω
歳

市
が
実
施
し
て
い
る
健
康
相
談



※
空
き
か
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し

昭和58年6月15日
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り

該
当
す
る
人

3
歳
i
白
血
蔵

受
け
方
初
め
て
受

け
る
人
は
、

1
1

料

2
週
間
の
間
隔
で

2
凪
接
種
し
、
翌

笹
山
年
必
ず
1
回
追
加

~

接

種

を

行

い
基
礎

年
疫
を
作
り
ま
す
。

そ
の
後
は
毎
年
1

回
接
種
し
ま
す
。

受
け
て
は
い
け
な
い
人

O
熱
が
あ
る
人
や
栄
養
障
害
の
人

O
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
疾
患

や
肝
臓
疾
患
の
人

O
接
種
液
の
成
分
に
よ
り
ア
レ
ル

ギ
ー
の
恐
れ
が
あ
る
人

O
接
種
前
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん

の
症
状
が
あ
る
人

O
そ
の
ほ
か
予
防
接
種
を
す
る
の

日本脳炎の予防接種

おおむ

7 / 6 
(水)

7 / 
/ 7 同

7 / 
/ 8 樹

亙
萱瀬出張所

諏訪公民館

鈴回出張所

三浦出張所

福祉センター

竹松出張所

福重出張所

中地区公民館 I7 / 
松原出張所 / 1 (剣

時間午後 2 時~3 時

刷
出

ハ可
U

/
 

n
h
り

6 / 
/ 30同

が
不
適
当
な
状
態
の
人

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

※
当
日
は
必
ず
体
温
を
計
っ
て
き

て
下
さ
い
。

幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生
は
、

幼
稚
園
、
学
校
で
接
種
し
ま
す
。

公館2区民と8本X中6、犬まレL二、 月61 4. 1ごノノ

凶日 2月0 ゲント で日 ノふ卜....s-

の 旧の回)検診σン〉 知二らお J 、， 
市民幸 地中 せし 耗主影一士昌: 

お マ時まで 館 のわで 時
びし の

て i閏
正の を
いfこ 誤り §百寸J 

しでz正
すま す

市政だより(5) 

ょ-つ

1 j矯6か月兜健康診査
コミュニティセンター ⑧13 : OO~ 13 : 30 
@⑮8日幽と同じ

健康相談室

総合福祉センター

@1日也と同じ

当番医

長崎医院(寿古郷 8⑤86 1 5) 

佐伯皮膚科(東本町宮②4330)

乳幼児健康相談

保健所 9 : 30-10 : 00 @ 8か月以上の乳児

鈴田出張所 9 : 30-11 : 00 @乳幼児

乳幼児発達相談 市役所 9: 00-11 : 00 

妊婦教室(3) 中地区公民館 13: 00-16 : 00 

当香医

寺井医院(玖島町

岩崎眼科(本町

乳幼児健農相談

三浦出張所 9:30-11:00 

妊婦教室(4)

中地区公民館 13: 00-16 : 00 

3歳児健康診査 コミュニティセンター
⑧ 9 : 30-10 : 00、13:00-13: 30 

13: 00-15: 00 

8②3574) 

2②34 35) 

@乳幼児

25日

(月)

27日

(水)

19日

(火)

20日

健康相談室

総合福祉センター 13:00-15:00 

@40歳以上(主婦・自営業者など)

当雷医

沢田胃腸科内科(小路口本町宮⑤ 1507) 

佐藤外科(杭出津2丁目 宮②3070)

4日|安産教室 市役所 9 : 00-11 : 00 ⑧ 9 : 30まで

(月)1一般健康相談 市役所 13:00-16 : 00 

5日|乳幼児健康相談

(A) I 保健所 9:30-10:00 ⑮ 0-4か月の乳児

福重出張所 13 : 30-15 : 00 @乳幼児

乳幼児発達相談 市役所 9: 00-11 : 00 

妊婦教室(1) 中地区公民館 13: 00-16: 00 

1歳6か月児健康診査
コミュニティセンター ⑧13 : 00-13 : 30 

@昭和56年12月生まれ(同年 7-11月生まれでまだ

受けていない人も受診して下さい)

@母子健康子帳、問診票、お子さんの歯ブラシ

当番医

朝長医院(杭出津2丁目 宮④5000)

橋口整形外科(竹松本町宮⑤8739) 

11日|乳幼児健康相談 竹松出張所

(月)I 9: 30-11 : 00 @ 0 -6か月の乳児

@7か月以上の乳幼児

日

嗣

一

日

幽

p
b

口。

28日

@昭和55年 1月生まれ (54年7-12月生まれでま

だ受けていない人も受診して下さい)

⑮母子健康子帳、問診票

当番医

近藤医院(東本町

(木)

@5-7か月の乳児

∞一訟立一

一
ぱ
町
市
池

a

・

一

か

R

羽
一
康

9

一
ω
涜

か
一
健
庁
一
室
れ
一

1
一
児
餅
一
瀬
即

日
一
幼
倒
一
婦
白
い

乳

一

妊

日

開

一

日

附
2④ 1 1 66) 

含⑤0648)

午前 9時~午後6時

下山耳鼻咽喉科(原口町

当番医の診療時間⑮…持ってくるもの

13:00-16:00 

⑧・・・受付※略号の説明⑮・・・対象者



(6) り

福
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の
ひ
る
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一更新手続きを行いますー

忘れると 7月 1日から

受給できなくなります

心
身
障
害
者
、
母
子
、
寡
婦
、

未
婚
の
女
子
、
寡
男
の
福
祉
医
療

費
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
限
が

6
月
初
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
、

ハ
ガ
キ
で

更
新
日
時
・
場
所
な
ど
を
連
絡
し

ま
す
の
で
指
定
の
日
に
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

O
現
在
使
用
中
の
受
給
資
格
者
証

O
健
康
保
険
証

O
通
知
の
ハ
ガ
キO
心
身
障
害
者
医

療
に
該
当
す
る

人
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
あ
る

い
は
療
育
手
帳

0
1
月
2
日
以
降

に
転
入
し
た
人
、

扶
養
義
務
者
が

市
外
に
住
ん
で

い
る
人
は
、
昭

和
町
年
分
の
所

得
証
明
書

問
合
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

※
指
定
の
日
に
行

け
な
い
人
は
、

※
心
配
ご
と
相
談
所

(
毎
週
月
曜
・
水
曜 6

月
お
日
以
降
に
福
祉
課
で
更

新
を
し
て
下
さ
い
。

程日新

市役所・萱瀬出張所6.28(刈

西大村出張所・三浦出張所・鈴田出張所

竹松出張所・福重出張所・松原出張所

更

6.29休)

6.30同

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

サ
ン
ラ
イ
フ
の
職
員

募
集
人
員
を
変
更

6
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

職
員
募
集
の
中
で
調
理
員
1
人
と

し
て
い
ま
し
た
が
、

4
人
に
変
更

し
ま
す
。

午前9時30分~午後4時

?一中叶つ中山中山山中山中山山中山中中中山中叶 つ中山中町中山中中山中山中中山叶つにわ山中咋一勺

iと 少やめ 50は ん 彊盟国圃圃園田画面醐輔醐鞠難 務総

i名 51言った年」渡(ろ 湿冨田園田醸欝懇鰭嬢欝験 日引議議 i 
げ年すた時か昭海 70く霊謹F唖F曙警警摺翠ぷ I 
;i B2i叫;Ti説話晶 川司 自 長

門空ぷ15Hド醸盟麗髄 浩司 分議の真渡懇覆巌覇巌癒重量制? 意字費L電極早川3、示 でも i出剣海 副醐盤謹麟鐘遭難議勢同翼憲判長j 庁、
t本庵 すりに退合だ涼瓢膜棚闘順麟瓢嘱;閣 勺可鴨池齢 υJ 
S格 11 で務そい。さ轍脳内i時五E百邸主 :手 司. ~ 

jな焼も陶まにるでか的機警醤掴園町 曹 界畏

jrzt言=長E主義品 ;溢lj;F1EF事 1 で
、 、いむ つ きだる俊芸付2ふ れ渋滞ぷι?墨田国，.. 占 nJ. 

j号UZ2川:去最話会震iiJ /)渡陶
i f V h君主警がでは韓議離絞歯菌L j j海雲
iにもでる顔変いプりみ週開蝿闇除撃型阻竪謹欝件 三 / 十会
ぷはのすとでつつ舟とだ 憲 1遡脳機幽臨み遇面圃圃園田・圃幽雌 人 :-ー
iほでねか話てのを釣し麟欄叫 園鴨田嶋..、-'- ~'-γ:r-

j;;;!;::1::遺品盟箇臨露盤2再L
tきす話なもいも物 焼と璽躍撞罷翌盟国・聞腰明朝璽盟騒騒翠猫躍 し， 決5
jL主主主Z常兵 55:翻聴会沼署盤躍欝欝舗瞳 んJtEミ
1の熱海いぞな敗度で。 一一一一 一一 部口
1もは;さとれるしで色 の時本水 うきま遠い つよいん 公 Ith f¥  

jzzゐ5票T2i毒 装で警E手空襲Eム主管 ELパZSむ (29) 
1 つれ、でああがせう を寝の寝時さすか関海がた答いき l示 ア ¥f iちか堕すりり思んし 見ず時泊は。るけ西さ研。えいな 叩 | ; 
ら云ね 、まわね、 てにはり 、 とて方ん究 がでい 文民 ~
t 本に。早すぬ。同 い窯 20 し二 い行面はと 返すと¥ノ ; 
ふ山中山中山乙宇一中山中山山中山中山山中中山中山中山中中山中山中山中中中山中町中山中一ぷ

時間

午
前
9
時
;
午
後
3
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
)



※
長
崎
県
美
術
協
会

「
お
お
む
ら
展
」
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硬
式
テ
ニ
ス
教
室

り

初
心
者
を
対
象
に
聞
き
ま
す
。

仕
事
の
余
暇
に
友
達
と
一
緒
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

期
間

おおむ

7
月
1
ロ
月
ま
で
の
毎
週
日
曜

午
前
日
時
1
正
午

対
象
市
内
に
住
ん
で

い
る
か
勤

務
し
て
い
る
却
歳
未
満
の
勤
労

青
少
年

定

員

加

入

会

費

月

千
円

申
込
方
法

6
月
初
日
同
ま
で
に
、
所
定
の

用
紙
で
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ

(
期
限
前
で
も
定
員
に
な
り
ま

し
た
ら
締
め
切
り
ま
す
)

市政だより(7) 

ー
ナ
l

市
民
プ
ー
ル

・
屋
内
プ
l
ル

7
月
1
日
か
ら
オ
ー
プ
ン

注
意
事
項

O
必
要
外
の
現
金
、
貴
重
品
は
持

っ
て
行
か
な
い
。

O
自
転
車
は
な
る
べ
く
乗

っ
て
行

か
な
い
。
も
し
、
乗

っ
て
行
く

時
は
鍵
が
か
か
る
よ
う
に
す
る
。

7 月 1 日 (剣~9 月 30 日 (劉

毎週月曜は休み

午前10時~午後9時

大人・高校生=300円

雇用保険被保険者=250円

小・中学生=150円

7 月 1 日 (剣~9 月 10 日出

毎月第 1・3月曜は休み

午前10時~午後 6時

大人・高校生=200円

小・中学生二100円

間

司

11 

日
l
l

/¥ 
』ム

期

時

料

(
%
;
%
 
午
前
9
時
;
午
後
5
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
)

O
所
持
品
に
は
住
所
・
氏
名
を
書

い
て
お
く
。

0
0ア
ー
ル
サ
イ
ド
は
執
…
い
の
で
、

付
添
い
の
人
は
上
履
が
必
要
で

す。
O
プ

i
ル
で
は
ふ
ざ
け
た
り
し
な

ー

ν

0小・中学生は、夏休み以外の遊泳時聞を土曜の午

後:f:，'よび、日曜・祭日のみとします。

0休みなどを変更する時は、智里棟の前に掲示します。

0雇用保険被保険者は、勤めていることを証明する

その他

が必要もの(雇用保険・健康保険の保険証など)

(屋内プールのみ)です。

第
刊
は
固

少
年
野
球
大
会
成
績

小
学
生
の
部

(
9
チ
l
ム
参
加
)

①
上
久
原
②
上
杭
出
津

③
松
山
ア
パ
ー
ト
、
水
主
町

里
子
生
の
部
(
お
チ
ー
ム
参
加
)

①
乾
馬
場
②
竹
松
本
町
西

③
向
陽
寮
、
上
久
原

ク
ラ
ブ
・
グ
ル
ー
プ

サ
ー
ク
ル
な
ど
の

会

員

募

集

大
村
混
声
合
唱
団

歌
の
好
き
な
人
、
い
っ
し
ょ
に

歌
い
ま
し
ょ
う
。

練
習
日
毎
週
火
・
金
曜

午
後
7
時

1
9
時

場
所

コ
ミ

ユ
ニ
テ
J

セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ
先

宮
②
4
0
0
0
(
田
川
)

宮
③
1
3
7
6
(富
永
)

象

現

暖
か
な
木
の
肌
に
触
れ
な
が
ら

身
近
な
作
品
か
ら

一
緒
に
作
り
上

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
例
日
毎
月
第
1

・
3
火
曜

午
前
日
時

1
午
後
3
時

場

所

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費

月
二
千
円

申
込

・
問
合
せ
先

宮
②
4
0
5
3
(松
永
)

早
朝
軟
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

練
習
日
毎
週
日
曜

・
祭
日

午
前
7
時

1
9時

場

所

市

営

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対

象

市

内

に
住
ん
で
い
る
人

参
加
費
年
千
円

申
込
先
直
接
、
練
習
場

へ

問
合
せ
先

早
朝
軟
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
事
務

局

(
宮
③
4
6
4
0
)

A
E
 

創造憶を育て§遊び

社
受
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

ク
イ
ッ
ク
&
ス
ロ
ー

定
例
日
毎
週
日
曜
、
午
後
7
時

i
m時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ
先

宮
⑤
8
3
6
9
(
玉
道
)
ま
た

は
、
直
接
会
場
へ

火装
夕、

よノ

ス
曜

〈云

定
例
日
毎
週
火
曜

午
後
1
時
却
分
1
3
時
却
分

場
所
中
地
区
公
民
館

会
費
月
二
千
円

申
込
・
問
合
せ
先

宮
④
0
8
8
8
(
竹
下
)

~時計で南をさがそう~



(8) りおおむ市政だより

九
保
母
資
格
試
験
若
宮
重
軽

…
予

備

講

習

会

7
月
日
日
同
1
乳
日
同

昭和58年 6月15日
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期
間
場
所県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
長
崎

十巾
)

申
込
期
限

7
月
5
日
凶

申
込
書
請
求
・
問
合
せ
先

県
社
会
福
祉
協
議
宏
二

Tm長

崎
市
茂
里
町
3

M

g
長
崎

⑩
8
6
0
0
)
 

九
内
職
就
業

i
i
i

…
技

術

講

習

会

対
象

外
に
出
て
働
く
こ
と
が
で

き
な
い
家
庭
婦
人
で
、
内
職
就

業
を
希
望
さ
れ
る
初
心
者
の
人
。

講
習
科
目

あ
み
も
の
(
手
あ
み
)

期
間7
月
四
日
ω
1
8月
四
日
倒

田
町
蜘

1
1
宮
⑤
8
2
3
8
)

対
象
山
林

下
刈

日
7
年
生
ま
で

除
問
伐

H
U
年
生
1
お
年
生

造
林
リ一

施
行
地
凶
ア
l
ル
当

り
苗
木
刷
本
以
上

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑

申
込
・
問
合
せ
先

大
村
市
森
林
組
合

一欝
gAwb宣
言
信
握

マド
即
時
[

へ
つ
く
ろ
い
も
の
、
対
話

マ
松
尾
田
町
(
古
町
二
丁
目
)
慈

恵
荘
へ

二
十
万
円

児
童
福
祉
施
設
へ

マ
佐
世
保
花
王
製
品
販
売
肌
日

紙
お
む
つ
加
相

清
和
圏
ヘ

マ
本
経
寺
H
か
し
わ
餅
卯
個

マ
玉
扇
会

(
長
崎
市
)
舞
踊

マ
山
下
永
喜
(
鹿
島
市
)
ギ
タ

演
奏

マ
ア
ロ
ー
マ
グ
ル
ー
プ

(
長
崎

市
)
音
楽
演
奏

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
ゲ

ー
ム
遊
び
ほ
か

(日

・
月
曜
を
除
き
ま
す
)

午
前
山
時
i
午
後
4
時

(
土
曜
は
正
午
ま
で
)

場
所

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

犯
人

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
期
間

6
月
お
日
同
1
7月
2
日
凶

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書

(
市
総
金
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
、
婦
人
就
業
援
助

相
談
室
に
あ
り
ま
す

)
で
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。
後
日
、
面
接

一香
典
返
し

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
植
木
田
浩
信
(
野
田
郷

・
亡

母
千
鶴
子
)
十
万
円

マ
山
崎
広
美
(
日
泊
郷

・
亡
妻

美
千
代
)
三
万
円

マ
力
久
静
重

(水
主
町
一
丁
目

亡
夫
由
次
)
五
万
円

マ
高
月
康
敬
(
松
山
町
松
山
宿

舎
・
亡
長
女
千
穂
)
五
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
前
田
秀
樹
(
久
原
郷
・
亡
母

ツ
ル
エ
)
泉
の
里
へ
一
万
円

マ
居
間
利
万
年
(
諌
早
市
永
昌

を
行
い
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

(〒
脱
長
崎
市
茂
里
町
3
川
崎

宮
長
崎
⑮
9
0
3
0
)

※
講
習
修
了
後
、
内
職
就
業
の
あ

っ
旋
を
し
ま
す
。

叩-叫一…>>

申間森
伐林
促総
進合
総整
合備
対事
策業

霊i

三重E

a聞

戸~
..x 

受
付
期
限

7
月
日
日
樹

町
・
亡
父
門
助
)
泉
の
里
へ

五
万
円

マ
和
回
数
馬
(
水
、
王
町
二
丁
目

亡
母
ミ
セ
)
泉
の
里
へ
ジ
ュ

ー
ス
3
箱

一
般
寄
付

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
大
村
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
ハ
二
万

円
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
長
岡
チ
ク

(竹
松
本
町
)
泉

の
里
へ
ス
イ
カ
2
個

マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
慈

古一非壮へ、ジ

ャ
ガ
イ
モ
時
比
、 付

f 
d 

弘

い
し
よ
み

・

一
M

H

焔守
r
p
h
い
ず
れ
ず
⑧
J

一

大

村

藩

唯

一

の

万

匠

一

一

ー

林

重

秀

の

業

跡

ー

一

一一
八O
八年(文化
5
年)

明
別
別
創

mE豆
一

一
重
秀
は
大
村
藩
士
の
家
に
生
ま

Z
2
~
;
:
弘
血
ロ
z
 

z

れ
た
が
、
そ
の
頃
は
ア
メ
リ
カ
、

E

J

河
川
J

一

=円
A'

・・:
:
・-A
F

-

-

z
=
 

一
ロ
シ
ア
な
ど
の
軍
艦
が
、
長
崎

Z
E町
豊

一

一

2
b
p
h
a
z『
1
1
1
1
1
1』
z

-

z

一
に
入
車
し
鎖
国
日
本
に
開
港
を

3
J
4
1
1
d
一

区

Z

奈
良
主
義
詰
一

z

z

求
め
、
国
内
外
と
も
騒
然
た
る

1
1
p
u札
制
酌
刷
出
陶
出
「

一
時
代
で
あ
っ
た
c

H-回

F
I
l
l
j
L
--z 

一

叩
代
藩
主
、
大
村
留
目
の
時

.
4

一
重
秀
は
、
必
ず
外
国
と
の
戦
い
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
考
え

一

一
そ
の
た
め
に
は
万
が
必
要
」
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
と
い
っ
た

一

一
刀
匠
が
い
な
い
と
し
て
純
昌
に
単
女
性
を
説
き
、
江
戸
で
も
秀
れ

一

Z

た
刀
肝
置
胤
の
弟
子
と
な
り
、
藩
主
の
参
勤
に
随
従
す
る
こ
と
6
z

一
回
に
わ
た
っ
て
技
壁

書

し

た

c

一

一

重
震
が
鍛
え
た

ぺ
¥
1
j
v一線
閥
均
7

3

、十一一
溢
腸
櫨
灘
醸

2

2

一川
を
好
ん
で
、

差

鴻
縁
組

V
J掴
暢
d
齢
動
明
HF
V
~騒
瀬

一

Z

然
繁
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